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(写真左より

だいち生活介護:佐藤桂子さん だいち就労継続支援B型 :松本早苗さん おおぞらB:久保秀効さん おおぞらA:中野正岡」さん )

今年は利用者さん4名のお祝いをしました。退暦、おめでとうございますH

これからも、ますますお元気で笑顔の絶えない毎日を過ごしていただきたいと思います。
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だいち開所Bはじめました:
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だいち通所・就労は、今年7月から第2土曜日に開所日を設けています。7月 12日は瀬戸大橋記念公園に外出した後、

カラオケをしました。入所の利用者さんも開所日は、コンビニに買い物やカラオケをして楽しまれています。

みんなでフジグランに買物外出に行きました ! ふじみ園前の幹線道路の清掃を頑張りました I

おやつを選んだり、希望の物を購入出来て大満足 ! 年に数回、利用者さんと職員が清掃活動を行つています。
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涼しい寮内で7月はパフェ作り、

9月はフルーツポンチ作りを楽しみました。

にんにく、たまねぎの収穫をしました。

今年初チャレンジのカボチャは大小たくさんの

カボチャを収穫。国内で販売も行いました。

今年も浴衣を着てヽお祭り気分を味わつたよ !!
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多度津にあるカフェ「うみか」ヘ

シフォンケーキを食べに行きました。
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野菜収穫・販売

大きくて美味しいンフォンケーキにみんな大満足 !



6月 4日 :ナイスハート

ふれあいのスポーツ広場

高松大会2025
6月 6日 :フライングディスク大会

みんなで力を合わせて身体を動かしたよ。賞状も貫いました !
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みんなでうちわをデザインしたよ。作つたうちわは、丸亀にある、
まちなかギャラリーに展示されました I
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園内はもちろん、外出や旅行にも重宝 !新しい車椅子で

気分も一層リフレッシュ !

6種類もつくつ
た
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夏休み親子パン敦室が

復活しました !
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膏川県′31 しみ口

スポーツ大会
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lζ.痺待嚇生スローガン :
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ふじみ園に入り、早 8年目に
なりました。

周りの環境にも恵まれて、毎

日楽しく働くことができている

と感じています。

私の趣味のひとつにドラムがあります。

コロナ禍で何か 1人で楽しめるものはない

かなと思い、以前から憧れのあつたドラム

を習つてみよう lと思つたのがきつかけで

す。

最初はうまくいかずかなり苦戦しました

が少しずつ叩ける曲が増えてきて嬉しく思

うと同時に、挑戦してみて良かつたなと感

じています。

また、思い切り音を出すと気分もすつき

りして、いい気分転換にもなつています。

まだまだ学ぶことばかりな私ですが、う

まく息抜きをしつつ、これからも毎日を楽

しんで頑張つていきたいと思います。

おおぞらA 村サ|1 成美

【採用】

監崎 良子 (おおぞら)
西宮 孝信 (おおぞら)
奈良 沙耶佳 (おおぞら)
高木 由紀子 (おおぞら)
岡崎  環 (おおぞら)

虐待防止・権利擁護のコーナー 〉
8月 19日に香川大学の坂井聡教授を迎え、虐待防止外部

講師研修を実施しました。

待つことが苦手な利用者には、シール貼り等興味のある活

動を提供することで、安心して待つことが出来る状況にする。

またコーヒーが楽しみなあまり昼食を急いで食べてしまう利用

者には、コーヒーを昼食前に提供し、食事を味わつてゆつくり

と摂れるように支援内容を見直す。同じ質問を繰り返す利用者

は記憶に残すことが苦手なことから、紙に書いて視覚的に情

報を残すことで安心につなげるといつた支援方法が紹介されま

した。

今回の研修を通し
‐
ふ 不」用者理解を深め、活動内容や支援

を工夫することにより、日常の状況が大きく改善されることを

再確認しました。今後も事例検討等を通してより良い支援につ

なげていきたいです。

虐待防止マネージャー 奥原 隆也

温かい心をありが巻う
(敬称略・順不同)

〔寄附】

三橋 朝子
【ボランティア】

飯山北福祉ママ

飯山南福祉ママ

垂水福祉ママ

,奪ゝ

大西 真聡
三木 正信

(だいち)

(だいち)

【退職】

井原 実里 (おおぞら)
山田 純子 (だいち)

人 事 !異 1動


